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昨
年
十
二
月
二
十
二
日
の
町
長
選
挙
に
お
い

て
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
ご
支
持
を
い
た
だ

き
、
第
八
代
の
土
庄
町
長
に
当
選
、
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
共
に
、

当
町
に
お
き
ま
し
て
は
重
要
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
中
、
与
え
ら
れ
た
重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
私
の
十
年
間
余
り
の
町
議

会
議
員
の
経
験
を
生
か
し
、
住
民
福
祉
向
上
の

た
め
に
決
意
を
新
た
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
ま
さ
に
、
日
本
は
大
き
な
変
革
期
、

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
に
加
え
、リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
と
い
う
追
い
打
ち
に
よ
り
長
引
い
た
経
済
不

況
、
膨
ら
み
続
け
る
国
と
地
方
の
借
金
、
貿
易

赤
字
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
と
社
会

保
障
制
度
の
改
革
、
地
方
主
権
の
確
立
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
国
際
化
、
複
雑
な
Ｉ
Ｔ
情
報
化
そ
し
て
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
原
発
問
題
、
消
費
税

増
税
へ
の
対
応
な
ど
数
え
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
土
庄
町
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
と

申
し
ま
す
と
、「
厳
し
い
」
の
一
言
で
す
。
地

方
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
暮
ら

す
住
民
の
収
入
が
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
土
庄
町
は
商
業
と
観
光
の
町

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
広
域
化
、
国
際
化

に
対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
民
間
の
活
力
を
活

か
せ
る
場
の
検
討
も
必
要
で
し
ょ
う
し
、
観
光

振
興
策
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
今

あ
る
課
題
を
真
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
開
か
れ

た
行
政
を
目
指
し
、
皆
様
の
ご
意
見
に
と
こ
と

ん
耳
を
傾
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
議
員
の
皆
様
と
一
緒
に
最
善
の
道
を
選
択

し
て
、
安
心
、
安
全
、
安
定
し
た
町
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
小
豆
島
へ
の
若
者
移
住
者
が
増

え
て
お
り
ま
す
。
都
会
の
若
者
に
変
化
が
見
ら

れ
、
大
都
会
で
も
な
い
田
舎
で
も
な
い
「
ほ
ど

ほ
ど
楽
し
い
地
方
」
に
小
豆
島
も
選
ば
れ
て
お

り
ま
す
が
、
土
庄
町
の
認
知
度
は
ま
だ
低
い
よ

う
で
す
。
今
後
は
、
そ
の
移
住
者
の
方
々
に
も

意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
、
更
に
魅
力
あ

る
、
暮
ら
し
て
み
た
い
土
庄
町
づ
く
り
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
も
初
の
土
庄
丸
の
か
じ

取
り
で
す
。
皆
様
に
は
叱
咤
激
励
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　
※
三
枝
町
長
の
「
邦
」
は
、
正
し
く
は
「
邦
」
で
す
が
、

　俗
字
で
あ
る
た
め
、
常
用
漢
字
で
あ
る
「
邦
」
に
置
き

　換
え
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
役
場
が
発
信
す
る

　各
種
文
書
、
証
明
書
な
ど
の
表
記
も
、
今
回
と
同
様
に

　「
邦
」
を
使
用
し
ま
す
。

　任
あ
い
さ

　

就

つ
新土庄町長　三 枝 邦 彦（55歳）

あ
な
た
の
声
を
行
政
に
生
か
し
ま
す
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岡
田
好
平
町
長
が
一
月
二
十
一
日
付
け

で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
か
ら
の
香

川
県
議
会
議
員
六
期
二
十
一
年
間
を
経

て
、
平
成
十
八
年
一
月
か
ら
二
期
八
年
間

町
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

二
十
三
年
一
月
か
ら
は
香
川
県
町
村
会
会

長
に
就
任
さ
れ
、
県
下
町
長
の
代
表
と
し

て
も
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
土
庄
町
を
取
り
巻
く
情
勢
を

見
据
え
、「
福
祉
」「
教
育
」「
環
境
」「
地

域
振
興
」「
行
政
改
革
」
の
柱
を
軸
に
、
観

光
振
興
、
小
学
校
の
再
編
、
病
院
再
編
、
光

通
信
回
線
の
開
設
な
ど
、
そ
の
知
識
と
経

験
を
活
用
し
、
町
政
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
、

町
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
に
あ
た
り
、
岡
田
町
長
は
「
日
頃

の
研
鑽
を
積
み
上
げ
、
自
信
と
誇
り
を
持

っ
て
、
ま
た
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
仕

事
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
職
員
に
言
葉

を
残
し
、
住
民
の
皆
様
に
も
感
謝
し
な
が

ら
、
庁
舎
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
三
郎
参
与
が
一
月
二
十
一
日
付
け

で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
平
成
十
三
年
六
月
か
ら
助
役
、

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
副
町
長
に
就
任
さ

れ
、
合
わ
せ
て
三
期
十
二
年
間
、
町
長
の

補
佐
役
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
二
十
五
年
六
月
に
任
期
満
了
に
よ
り
副

町
長
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
広
範

な
知
識
を
活
用
し
、
非
常
勤
参
与
と
し
て

引
き
続
き
町
行
政
運
営
に
取
り
組
ま
れ
、

町
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

岡田好平町長、千葉三郎参与が退任されました

①現在は実施設計の最終段階に入っており、施
　工業者の選定作業を進めています。

②新病院に配置する医療機器や電子カルテなど
　について、両病院の現有機器をなるべく有効
　活用しつつ、小豆島の医療に必要な機器を現
　場の意見を交え調査、選定する作業を進めて
　います。

③新病院の名称について募集したところ、12月
　13日の締め切りで241件の応募がありました。
　皆さま、ご応募ありがとうございました。

　その他、新病院と診療所や巡回診療との連携
や在宅支援などの医療内容の検討、医師・看護
師・医療スタッフなど人に関わる課題の解決、
建設工事などについて関係者と協議しています。

小豆新病院（仮称）の進捗状況に
ついてお知らせします

岡 田　好 平 氏
（79歳）

千 葉　三 郎 氏
（72歳）

　小豆郡医師会では、休日当番医制を設けてい
ます。急な病気の場合には、当番医を受診して
下さい。診察の結果、必要な場合には、救急医
療機関へ紹介します。

　軽い症状でも救急車を利用する人が多いと、
本当に必要な人への速やかな出動が困難になり
ます。緊急性があると思う時にこそ救急車を利
用しましょう。

小豆郡医師会

救急車の適正利用にご協力を!!

休日の急な病気は、当番医を受診!!
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○小・中学校就学援助制度
　小・中学校に在学している子どもをお持ちの保
護者を対象に、経済的な理由で就学することが困
難な場合、学用品費や給食費などを援助します。
通学先の学校または町教育委員会事務局にお申し
出ください。
　○特別支援教育就学奨励費制度
　町立小・中学校の特別支援学級に在籍している
子どもをお持ちの保護者を対象に、学用品費や給
食費などを世帯の所得に応じて援助します。通学
先の学校または町教育委員会事務局にお申し出く
ださい。

就学援助制度のお知らせ

教育総務課からのお知らせ

福祉課からのお知らせ

税務課からのお知らせ

小豆地区消防本部からのお知らせ

農林水産課からのお知らせ

福祉課からのお知らせ

　児童生徒の通学する学校は、土庄町教育委員会
規則により住所地の学校と定められています。し
かし、右に掲げる特別な事情により、やむを得ず
通学校を変更したい場合は、「指定校・通学区域変
更申立書」（町教育委員会事務局に備え付け）を提
出してください。教育委員会で審議の上、結果を
お知らせします。また、幼稚園児の通園区域につ
いても同様の変更申し立てができます。
　　　　【問い合わせ先】
　　　　町教育委員会事務局教育総務課
　　　　　☎62−7012

通学する学校を変更するには

教育総務課からのお知らせ

福祉課からのお知らせ

税務課からのお知らせ

小豆地区消防本部からのお知らせ

農林水産課からのお知らせ

福祉課からのお知らせ

過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ
　国民年金は、所得が少ないときや失業などにより保険料を納付することが経済的に困難な場合、保険
料の免除を申請することができます。
　平成26年４月から、国民年金保険料の免除申請ができる対象期間が拡大されることになりました。

＜ご注意ください＞
◎申請が遅れると万一の際に障害年金などを受け取れない場合や失業などの特例免除が受けられない場
　合がありますので、すみやかに申請してください。
◎申請期間に対応する前年所得に基づき、審査を行いますので、免除が承認されない場合があります。
　なお、全額免除と一部免除は配偶者および世帯主、若年者納付猶予は配偶者についても所得審査を行
います。配偶者や世帯主が失業などに該当する場合も免除を受けられる場合があります。
◎「免除」とは、全額免除、一部免除（3/4、1/2、1/4）、若年者納付猶予、学生納付特例のことです。
　 【問い合わせ先】高松東年金事務所　☎087−861−3866

事　　由 許　可　基　準
▽指定校（園）等を変更できる基準

家庭に関する

理　　　　由

保護者の就労状況などにより、下校後の保
護に欠ける状態にあり、希望校の近くに保
護先が確保されている場合
両親の離婚などで、本人の精神面に多大な
負担を与える事情があり、教育環境面に配
慮を要する場合

転居により精神面（友人関係など）に負担
を与える可能性がある場合

住宅取得などにより転居は確定しているが、
書類上の住所異動（資金借入など）である
ため、在籍校への通学を希望する場合
住宅取得などにより転居は確定しているの
で、あらかじめ転居予定先の指定校へ通学
を希望する場合

希望する部活動や学校独自の活動などが指
定校にない場合

希望校が指定校より近く、利便性や安全性
の面から変更が妥当であると認められる場
合

心身の障害などの理由により指定校の就学
が困難な場合

いじめや不登校などにより、指定校以外の
学校に就学を希望する場合

その他教育委員会が特段の配慮が必要であ
ると認めた場合

転居に関する

理　　　　由

部活動や学校
独自の活動に
関 す る 理 由

地 理 的 理 由

心 身 的 理 由

教育的な配慮

そ 　 の 　 他

▽国民年金保険料の免除が受けられる期間

従　　　　来 申請の直前の７月（学生納付特例は４月）までの１年以内

平成26年４月以降 申請時点の過去２年１カ月前の月分まで
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教育総務課からのお知らせ

福祉課からのお知らせ

税務課からのお知らせ

小豆地区消防本部からのお知らせ

農林水産課からのお知らせ

福祉課からのお知らせ

教育総務課からのお知らせ

福祉課からのお知らせ

税務課からのお知らせ

小豆地区消防本部からのお知らせ

農林水産課からのお知らせ

福祉課からのお知らせ

初心者狩猟講習会・狩猟免許試験のお知らせ
　農作物被害を出している鳥獣を捕獲するには、狩猟免許が必要です。

【申込・問い合わせ先】　町役場農林水産課　☎62−7007

◆と　　き／３月15日㈯、16日㈰　10：00～
◆と こ ろ／香川県農業協同組合中央地区営農センター
　　　　　　（高松市下田井町367−1）
◆受 講 料／8，000円
◆受付期間／２月10日㈪～３月７日㈮
◆そ の 他／旅費や受講料についての補助制度がありま
　　　　　　す。

◆と　　き／３月23日㈰　9：00～
◆と こ ろ／香川県庁北館
◆試験種目／わな猟
◆受 講 料／5，200円（県証紙）
　　※他の種類の狩猟免許の交付を受けて
　　　いる方は、１種類につき3，900円
◆受付期間／２月17日㈪～３月10日㈪

初心者狩猟講習会初心者狩猟講習会 狩猟免許試験狩猟免許試験

◆と　　き／２月17日㈪　13：30～16：00
◆と こ ろ／イマージュセンター（小豆島町農村環
　　　　　　境改善センター）および現場ほ場
◆対 象 者／小豆地域でオリーブを栽培している方
◆内　　容／オリーブ園地品評会表彰、
　　　　　　栽培管理のポイント講習、剪定講習
◆問い合わせ先／小豆島オリーブ振興協議会事務局
　　　　　　　　（香川県小豆農業改良普及センター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎75−0145
　　　　　　　　町役場農林水産課　☎62−7007

オリーブ園地品評会表彰式・
冬期栽培管理講習会

オリーブ園地品評会表彰式・
冬期栽培管理講習会

◆と　　き／２月27日㈭　10：00～12：00
◆と こ ろ／豊島公民館
◆講　　師／香川県小豆農業改良普及センター
　　　　　　香川県農業試験場小豆オリーブ研究所
◆内　　容／オリーブ栽培の基礎、農薬の使用
　　　　　　方法と注意点、現地研修 （午後は
　　　　　　希望者の園地を個別に巡回します。）
◆申込期限／２月21日㈮まで
◆申込・問い合わせ先／町役場農林水産課
　　　　　　　　　　　　☎62−7007

オリーブ園地品評会表彰式・冬期栽培管理講習会のお知らせ

オリーブ栽培研修会オリーブ栽培研修会

  これから火災が発生しやすい気候を迎えます。火災発生を未然に防ぐために、家庭の防火を見直しましょう。

　たばこによる火災を防ぐため
１．寝たばこをしない。
２．吸い殻は専用の吸い殻入れに捨てる。
３．灰皿には水を入れる。

　調理器具による火災を防ぐため
１．その場を離れる時は火を止める。
２．コンロのまわりに燃えやすい物を置かない。 【問い合わせ先】小豆地区消防本部　☎62−2220

家庭防火のポイント 　電気器具、配線器具による火災を防ぐため
１．たこ足配線をしない。
２．コンセントやプラグは定期的に清掃する。
３．コードの上に物を置かない。
４．コードが熱くなったら使用しない。

※日頃から、これらのことを習慣づけることにより、
　火災の発生を未然に防ぐことができます。
　災害のない明るい町づくりにご協力をお願いします。

春季全国火災予防運動　３月１日㈯〜７日㈮
『消すまでは　心の警報　ONのまま』
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教育総務課からのお知らせ

福祉課からのお知らせ

税務課からのお知らせ

小豆地区消防本部からのお知らせ

農林水産課からのお知らせ

福祉課からのお知らせ

町民税・県民税の申告は３月17日㈪までに
　税金の額を正しく計算するには、ご本人が収入などについて正しく申告していただく必要があります。
平成26年度の町民税・県民税の申告受付を２月27日㈭から３月17日㈪までの間、下表のとおり行いま
す。該当する方は必ず申告をしてください。

○平成26年１月１日現在、土庄町に在住で、平
　成25年１月１日～平成25年12月31日におい
　て収入があった方
※ただし、収入がなかった方でも、国民健康保
　険税および後期高齢者医療保険料の軽減措置
　を受けるためには申告が必要です。
※介護保険料および後期高齢者医療保険料につ
　いては、収入により、保険料段階区分を決定
　しますので、申告がないと収入に応じた設定
　ができない場合があります。
※次の事項を申請される方も申告が必要です。
　◦国民健康保険（限度額認定証・高額療養費）
　◦国民年金保険料免除・納付猶予
　◦児童手当
　◦臨時福祉給付金（消費税率の引上げに伴う
　　低所得者に対する給付措置）など

○平成25年分の確定申告書を税務署に提出する方
○平成25年中に給与所得がある方で、すでに年末
　調整が終わり、追加の控除がない方
※ただし、これらの方でも雑損控除、医療費控
　除、寄附金控除などを受けようとするときは
　申告が必要です。

申告が必要な方

申告を免除される方

問い合わせ先

申告のときに必要なもの

○印鑑（認印で可）
○平成25年中の源泉徴収票など所得内容が記入
　されている書類
○厚生年金、船員年金、国民年金、農業者年金
　などを受給されている方は、１月下旬に送付
　された平成25年分の源泉徴収票（年金の支払
　額を記載した書類）
　　※源泉徴収票がない場合は受け付けできま
　　　せんので、紛失してしまった場合は、ね
　　　んきんダイヤル（☎0570−05−1165）へ
　　　再交付をお申し出ください。
○雑損、医療費、生命保険料、地震保険料、寄
　附金の控除を受ける場合は、支払いを証明す
　る書類
○国民年金保険料などに係る社会保険料控除の
　適用を受ける場合は、支払いを証明する書類
○繰越損失のある方は前年の確定申告の控え
○障害者控除を受ける場合は、身体障害者手帳
○所得税が還付になる場合は、ご本人名義の振
　込先が必要になります。

　町役場税務課　☎62−7001

※２月27日㈭～３月７日㈮
　までは、受付資料一式を
　地区公民館に持っていき
　ますので、町役場では申
　告できません。ご了承く
　ださい。

※受付地区で申告できなか
　った方は、３月10日㈪～
　17日㈪（土・日を除く）
　の間、町役場１階で申告
　できます。

▽町民税・県民税の申告受付日程
受付地区

豊　　島

大　　部
北　　浦
大　　鐸
四　　海

（伊喜末、小江）
四　　海

（長浜、滝宮）

土庄・渕崎

受 付 日
２月27日㈭ 
２月28日㈮ 
３月３日㈪ 
３月４日㈫ 
３月５日㈬ 

３月６日㈭

３月７日㈮

３月10日㈪～　
　３月17日㈪
(土・日を除く)

受付時間

10：00～15：00

9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～15：00

9：00～17：00

受付場所

豊島公民館

大部公民館
北浦公民館

アクティブ大鐸

四海公民館

長 浜 公 堂

町役場１階
福利厚生室
町民相談室〔 〕
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教育総務課からのお知らせ

福祉課からのお知らせ

税務課からのお知らせ

小豆地区消防本部からのお知らせ

農林水産課からのお知らせ

福祉課からのお知らせ

税制改正（町民税・県民税関係部分）の主な内容をお知らせします
平成26年度から適用

①均等割額の標準税率の変更（平成26年度から平成35年度まで）
　「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源の確保に係
る地方税の臨時特例に関する法律（地方財確法）」が公布されたことにより、臨時の措置として平成26年
度から平成35年度までの10年間、町県民税と県民税の均等割額にそれぞれ、500円が加算されます。

②給与所得控除の上限設定
　平成25年分（平成26年度課税）から、給与等の収入金額が1，500万円を超える場合、給与所得控除額
は245万円の定額となります。

③公的年金受給者が寡婦（寡夫）控除の適用を受けるための手続を簡素化
　年金所得者が年金保険者（特別徴収義務者）に提出する扶養親族等申告書に「寡婦（寡夫）」の記載が
追加され、収入が年金収入のみの方で毎年住民税の申告で寡婦（寡夫）控除のみを申告されている方は
扶養親族等申告書の該当箇所に記載をすれば、住民税の申告を提出していただく必要が無くなりました。
　※ただし、所得税の還付を受けるなど確定申告の提出が必要な方や、扶養親族等申告書に記載されな
　　かった方は例年通り、申告により寡婦（寡夫）控除の申告が必要になります。

④ふるさと寄附金税額控除の見直し
　平成25年分から平成49年度分まで復興特別所得税（2．1％）が課税されることに伴い、所得税で寄附
金控除の適用を受ける場合は、ふるさと寄附金に係る住民税の特例控除額が調整されます。
　※所得税と住民税の控除額の合計は、以前の計算方法で算出した場合と同じになり、全体の控除金額
　　に変わりはありません。

【均等割の税額表】

町民税
県民税
合　計

3，000円
1，000円
4，000円

現　　行
（平成25年度まで）

3，500円
1，500円
5，000円

特例期間
（平成26年度から平成35年度まで）

　＋500円
　＋500円
＋1，000円

差　額

ふるさと寄附金税額控除額（個人住民税分）　＝　基本控除（※ １）＋ 特例控除額（※ ２）

※１ 基本控除額＝（寄附金額−2，000円）×10％（総所得金額等の30％が限度）
※２ 特例控除額

【問い合わせ先】町役場税務課　☎62−7001

特例控除額  ＝（寄附金額−2，000円）×（90％−所得税の税率）　　　　

【改正前】

特例控除額  ＝（寄附金額−2，000円）×（90％−所得税の税率×1．021）

【改正後】

⇒

給与収入金額（A） 給与所得金額

1，000万円以上 A×0．95−170万円

【改正前】
給与収入金額（A） 給与所得金額

1，000万円～1，500万円
1，500万円超

A×0．95−170万円
A−245万円

【改正後】

⇒
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　情報化社会の現代ではインターネットの普及
により、情報発信や情報収集がいつでも簡単に
できるようになりました。
　インターネットには、掲示板やＳＮＳ（ソーシャ
ル・ネットワーキング・サービス）などコミュニ
ケーションの輪を広げる便利な機能があります。
しかし、その反面、発信元がわからない状態で
情報発信できることから個人の名誉を侵害した
り、差別を助長する表現や誹謗中傷など、他人
の人権を侵害する事件が多く発生しています。
　良い情報も、悪い情報もネット上ではかなり
の速さで拡散します。一度書き込まれた内容は、
プロバイダーなどが削除しない限り残ってしま
います。安易な書き込みで他の人の人権を傷つ
けないために、インターネットの特性を踏まえ
た上で、インターネット上で起こり得る人権侵
害について理解を深め、ルールやモラルを守っ
て利用することが大切です。

インターネットによる人権侵害

教育総務課からのお知らせ

福祉課からのお知らせ

小豆地区消防本部からのお知らせ

農林水産課からのお知らせ

福祉課からのお知らせ

税務課からのお知らせ

　軽自動車税は４月１日現在で軽自動車を所有し
ている人に課税されます。これらの車両を新しく
取得した場合や、名義や住所を変更・廃車などを
した場合は、速やかに手続きをお願いします。

※手続きの方法や必要なものなどは、あらかじめ
　手続き場所にお問い合わせください。

軽自動車の名義変更･廃車の
手続きはお早めに�

種　　別 手続き場所

原動機付自転車
（125㏄以下） 
小型特殊自動車

軽二輪車
（125㏄超～250㏄以下）

二輪小型（250㏄超）

軽自動車
（軽四輪・軽三輪）

町役場税務課
☎62−7001

香川運輸支局
☎050−5540−2075

軽自動車検査協会
☎087−870−6676

�人権教育シリーズ
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２月19日㈬
　　 9：30～10：30　小豆総合事務所
　　14：30～16：30　土庄町役場
※高松市丸亀町の献血ルームでは、成分献血や
　200ml献血を毎日受け付けています。

　がん検診の放送が流れている……。「毎年受けていますよ。」と。
　　「まさか私はがんにならないだろう」と思っていた52歳を迎えようと
していた頃、肺がん検診で要精検という結果で、ＣＴを写した。１．８㎝
の白い影があった。「え、まさか。」
　血液検査での腫瘍マーカーと、気管支鏡での細胞検査でははっきり分
からなかったが、ＰＥＴＣＴでは、がんの可能性が高く、「不要な物であ
り、とろう。」と、検診からちょうど2か月後に手術をした。
　入院生活は２週間で、退院後は自宅療養し、家族の協力もあり、３か月で仕事へ復帰した。念のため
に３年間、抗がん剤は服用したが、３年目に、医師から「おめでとうございます。まず一安心ですが、
５年後を目指して経過をみていきましょう。」という言葉をいただいた。
　　今、５年半が過ぎ、年に１回のＣＴと胸部レントゲン撮影で、経過をみながら他の人と変わらない生
活を送れている。毎年検診を受け、早期発見ができ、今、生きている。２人に１人ががんになる時代、
特別なことではないと思う。今思えば、子どもが巣立ち、手がかからなくなり、忙しい仕事に無理をし
ていた。「疲れないよう」ではなく「疲れに鈍感」になっていたと思い、今は疲れが出ないように休養
をとり、生きがいの花の手入れを楽しんでいる。

がん検診によせて「私のがん体験記」
～早く見つかってよかった～

やすらぎプラザ　ガイド
やすらぎプラザ　☎ 62−1234

冬季献血推進運動実施中
愛の献血にご協力お願いします

１２月の

１１月の

１０月の

９月の

８月の

７月の

６月の

１月の

２月の

３月の

４月の

５月の

▶保健センター

　欧米ではがんによる死亡率が減少傾向にあるのに、日本では増加し続けています。
　日本人の２人に１人ががんになり、３人に１人ががんで死亡しています。
　日本人のがん死亡者の増加は、がん検診受診率の低さが原因と言われており、欧米でのがん検
診受診率は７０～８０％に対し、日本は２０～３０％（土庄町は５～２０％）と低い現状です。
　来年度も広報で検診の日程を随時お知らせします。がんで命を落とさないためにも、がん検診
を定期的に受けましょう。

65歳以上の方 必見！
 ～基本チェックリストを受けて、

ハッピーライフ～
　生活機能（人が生きていくための機能全体のこと）の
低下を早期に発見するための「基本チェックリスト」は、
65歳以上で要介護認定を受けていない方が受けることに
なっています。昨年受けた方も、今年初めて受ける方も、
　「基本チェックリスト」を受けて、自分の生活習慣を振
り返り、いつまでも健やかに暮らしましょう！
　なお、対象の方へは、「基本チェックリスト」のご案内
を１月下旬に発送しています。まだ返信していない方は、
２月14日㈮までに土庄町地域包括支援センターへ返信
してください。
　
　【問い合わせ先】
　土庄町地域包括支援センター
　　☎62−1234

①手洗い、うがい
②マスクの着用
　（咳エチケットを守ろう！）
③十分な栄養と休養をとる
④人ごみを避ける
⑤室内の換気と湿度に注意

風邪予防のポイント
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町役場企画課　☎62−7014

TopicsTown
1/5　土庄町消防出初式

Town Topics

　土庄町消防出初式がフレトピアホールで行われ、消防本部職員をはじめ、町内７地区の消防団員、鹿島・
大木戸の少年消防クラブ員など約300名が参加しました。
　出初式は、消防関係者による年初めの消防訓練であり、防火・防災意識の啓発はもとより、危険の伴う災
害現場で活動する消防関係者にとっては、その安全祈願の意味でも欠かすことの出来ない重要な行事です。
　当日は、分列行進や人員報告、小型ポンプ操法、部隊訓練が行われた後、団員として長く活躍された方々
への表彰や訓示、新年のあいさつなどの式典が行われ、参加した消防関係者は、地域防災力の維持と向上へ
の決意を新たにしました。

　土庄町成人式が中央公民館で開催され、男性61名、女
性59名の新成人が参加しました。（今年度の新成人は16
2名）
　華やかな振袖や袴・スーツなどに身を包んだ新成人た
ちは、久しぶりに会った友人やクラスメイト、恩師との
再会を喜び合い、会場は門出を祝う華やかな雰囲気に包
まれました。
　式典では、岡田町長が新成人代表の元井恵太さんに成
人証書を授与し、「これからは、権利と義務をしっかりと
理解し、社会人としての自覚と自立の精神を持って、自
らの目標に向かって邁進してください」と式辞を述べる
と、新成人を代表して池上昇さんが「私たちが育った土
庄町の良さを見つけ、土庄町民としての誇りを持ち、21
世紀の土庄町を幸せで活力のある地域社会に発展させた
い」としっかりとした口調で成人の誓いを述べました。
　また今回、新成人自ら社会貢献活動として東北の震災
に遭われた方々への募金活動に取り組みました。

1/12　土庄町成人式
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■身近な出来事や話題など、皆さまからの情報をおまちしています。

TopicsTown
1/16　小豆島ライオンズクラブ

50周年記念事業時計台の除幕式

　土庄町民ソフトバレーボール大会がフレトピアホ
ールで行われ、女性の部11チームが参加し、観客の
応援を受け、熱いプレーを繰り広げました。結果は
次の通りです。
　また、今年は一般の部
の開催ができませんでし
た。来年こそは開催した
いと思いますので、ご参
加をお願いします。

1/19　第15回土庄町ソフトバレーボール大会
Town Topics

　小豆島ライオンズクラブが設立50周年を記念
し、小豆総合事務所前に設置した時計台の除幕
式が行われました。
　小豆島ライオンズクラブは、設立以来、チャ
リティー活動や献血などで地域に貢献されてお
り、今回設置された時計は、太陽電池で駆動す
る直径70センチの
電波時計で、設立
15周年で設置した
時計が老朽化して
撤去された跡地に
設置されました。

12/15　小豆島４コマまんがコンテスト授賞式
　小豆島青年会議所主
催の「小豆島４コマま
んがコンテスト」の授
賞式が、サン・オリー
ブで開催されました。
　「小豆島４コマまん
がコンテスト」は、小
豆島に伝わる伝説や民話などから４コマまんがを作り、小
豆島の魅力を再発見してもらおうと行われたもので、次の
方が受賞されました。

1/20〜1/30　尾崎放哉生誕130周年記念プレ事業開催
　大正15年４月、土庄本町 西光寺奥の院 南郷庵にて41歳の生涯を閉じた自由律俳人・尾崎放哉が、鳥取
県鳥取市に誕生して来年で130年になります。その記念プレ事業として、放哉生誕日の1月20日から30日ま
で鳥取県立図書館において小豆島のお宝資料展「放哉の足跡―終焉の地小豆島」、26日にはフォーラム「よ
みがえる尾崎放哉」が開催されました。フォーラムには評論家の佐高信氏と精神科医の香山リカ氏が「放哉
とその弟子－自由律俳句の継承」と題して対談しました。
　資料展には、放哉終焉の地である土庄町の尾崎放哉記念館・資料館の資料（放哉直筆句稿など）が里帰り
し、展示されました。

Town Topics

　今年もサッカー J ２のファジアーノ岡山が小豆島で
ウィンターキャンプを行いました。
　今回のキャンプでは、主にサイクリングで小豆島に
ある八十八ヶ所霊場をすべて巡礼し、コミュニケーシ
ョン能力や判断力、決断力などの認知的スキルを高め
ることを目的として行われました。
　また、17日には池

いけのうえ

上GMが岡田町長を表敬訪問され、
小豆島に根付くおもてなしの心に感動されたことや今
シーズンにかける熱い思い
を語られました。小豆島キ
ャンプで心身ともに鍛えた
ファジアーノ岡山は、昨シ
ーズン果たせなかったJ １
昇格を目指します。

Town Topics
1/16〜1/19　ファジアーノ岡山

ウィンターキャンプ＆表敬訪問

【女性の部】

１部
優　勝
準優勝
優　勝
準優勝

ＡＫＢ４５
みしまＡ
レッドハート
オリーブＢ

２部

小学生の部最優秀　村田ともみさん（池田小５年）
中学生の部最優秀　高崎　彩花さん（内海中１年）
高校生の部最優秀　佐伯　真緒さん（土庄高２年）
一般の部最優秀　久留島邦一さん
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☎62－0273
開館時間　午前９時〜午後６時
　　　　　（水曜日は午後７時まで）
休 館 日　毎週月曜日、
　　　　　11日㈫、28日㈮

◦大人のおりがみ教室
　２月12日㈬　13時30分（要予約）
　　「おひなさま」
◦みんなであそぼっ !!
　２月15日㈯　10時　「ひなだんかざり」
◦映　　画　　会
　２月16日㈰　14時　「チェブラーシカ」
◦古文書を読む会
　２月18日㈫、25日㈫、
　３月４日㈫　９時30分　
◦英　語　教　室
　２月19日㈬、３月５日㈬　10時
　　原書で読もう「赤毛のアン」
◦読　　書　　会
　２月22日㈯　10時「おすすめの一冊」
◦庄野さんの絵本のおはなし
　２月22日㈯　13時30分
◦アメリカの歴史講座
　２月23日㈰　13時30分
◦塩見　基氏写真展
　３月１日㈯〜16日㈰　「大師市」
◦雑誌・本のリサイクル市
　３月１日㈯〜２日㈰　「家庭で再利用」
◦おりがみ教室
　３月８日㈯　10時　「チューリップ」

キャリア警部・道定聡の苦悩
剣　客　船　頭　6 ・７
向かい風で飛べ！
夢 の 花 、 咲 く
猫 を 拾 い に
岳　　飛　　伝　７
雨　　の　　底
雨 の な ま え
感受体のおどり
顔のない独裁者
爛（ラン）
わたしは目で話します
ふるさと銀河線
虹、つどうべし
イ ン フ ェ ル ノ　上・下
風 の 市 兵 衛　８
ポ　ー　ス　ケ
あ　　　　　ん
冬　虫　夏　草
疾 風 ロ ン ド
蚊　が　い　る
Q r o s の 女
ペ テ ロ の 葬 列
おとこのるつぼ
漁 師 の 愛 人
その鏡は嘘をつく
デッド・オア・アライヴ
伊　藤　く　ん　A to E

五十嵐　貴　久
稲　葉　 稔
乾　 ル　カ
梶　 よう子
川　上　弘　美
北　方　謙　三
北　原　亞以子
窪　 美　澄
黒　田　夏　子
さ　か　き　漣
瀬戸内　寂　聴
たかお　まゆみ
髙　田　 郁
玉　岡　かおる
ダン・ブラウン
辻　堂　 魁
津　村　記久子
ドリアン助川
梨　木　香　歩
東　野　圭　吾
穂　村　 弘
誉　田　哲　也
宮 部 みゆき
群　よ　う　こ
森　 絵　都
薬　丸　 岳
薬丸　岳　ほか
柚　木　麻　子

書　　　　　　　名 著　者

催 し も の

新 し い 本

　1月20日の尾崎放哉生誕日に合わせて、「放哉
にと

● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ●

りつかれた記者がいた！」と題した講座が
開催されました。
　講師は、日本放哉学会副会長の森克允氏で、
放哉について書かれた新聞記事を使い、句から
読み解く放哉の生活と心境を新たに知ることが
できました。

1/18　図書館にて放哉講座
が開催されました！

　「ロト６の当選番号を事前に教
える」と言う電話があり、　「当選
番号を言うから、明日新聞で確認
してみて」と言われ、翌朝の新聞
を見たら当たっていたので、すっ
かり信用し高額な情報料を支払っ
たという相談が寄せられています。

　数字選択式宝くじの抽せんは、毎週月曜から金曜の18時
45分から行われ、インターネットで生中継されます。抽せ
ん結果が翌朝の新聞に掲載されるまでの時間差を利用して
消費者をだますのが、この詐欺の手口です。
　宝くじの抽せんは、厳正、公正に行われており、抽せん
を操ることや、抽せん結果が事前に分かることは絶対にあ
りません。うまい話には耳を貸さず、お金は支払わないよ
うにしましょう。
　【相談窓口】
　　　香川県消費生活センター　　☎087−833−0999
　　　（多重債務・ヤミ金融専用）　☎087−834−0008
　　　小豆県民センター　　　　　☎62−2269

くらしのワンポイントアドバイス

「ロト６の当選番号教えます」詐欺
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２ 定月 予事行の ２月10日～３月９日

◆　子育て支援センター　◆
２月13日　

18日　
20日　
25日　
28日　

３月４日　
７日　

◦ベビーマッサージ教室
　（要予約）	 10：00
◦マリンバ演奏会	 10：00
◦愛の園保育所園庭開放日10：00
◦誕生会（要予約）	 10：30
◦助産師のほっと相談室		 9：30
◦ピョ〜ンと遊ぼうタイム	10：30
◦大きくなったね　ありがとう会
　（要予約）	 10：00
　◦絵本の読み聞かせ会
　　（図書館職員）	 10：30

毎週水曜日

◦大部地区文化展
　　大部公民館	 	 9：00
◦冬の親子自然観察会
　「冬鳥をさがそう‼」	
　　伊喜末八幡神社馬場		 9：30
◦大鐸地区文化展・芸能まつり
　　大鐸体育館	 9：00
◦あけびのつるで編むカゴ作り
　　戸形公民館	 13：00
◦土庄地区卓球・バドミントン大会
　　フレトピアホール	 19：00
◦渕崎老人大学「音楽療法士によ
　る健康教室」および「閉講式」
　　渕崎公民館	 13：30
◦古文書出前講座
　　中央公民館	 13：30

◆　公 民 館　◆

22日

23日

27日

３月４日

６日

８日

今月の納税
固 定 資 産 税…第４期分
国民健康保険税…第５期分
介 護 保 険 料…第５期分
後期高齢者医療保険料…第８期分

納期限　２月28日㈮
※納付には便利で確実な口座振替を
　ご利用ください！

◆　やすらぎプラザ　◆
◦１歳児相談
　（H25年1月〜2月生まれ）	 13：15
◦胃がん・大腸がん・乳がん・子
　宮がん・肺がん検診（要予約）
※詳細は広報１月号をご覧ください。

◦いきいきヘルス教室	 13：30
◦１歳６か月児健診
　（H24年4月〜6月生まれ）	 13：00
◦歯みがき教室
　（H24年1月〜3月生まれ）	 13：30
◦ヘルシー講座（要予約）	9：30
◦すこやかルーム
　（H25年12月生まれ）	 13：15
◦子育て相談日
　（妊婦〜子ども）	 10：00
◦からだとこころの相談室
　（要予約）	 9：30
◦乳児健診
　（H25年6月生まれ）	 13：00
　（H25年10月〜11月生まれ）	13：15

２月14日

　16日

20日

　
25日
27日

28日

３月４日

　　19日・26日・３月５日

◆　相 談 案 内　◆
◦行政相談
　　大鐸公民館
◦心配ごと相談および交通事故相談

　　総合福祉会館
◦特設人権相談
　　中央公民館
◦年金相談
　　中央公民館

２月14日㈮
13：30〜16：00

13：00〜15：00
２月18日㈫
10：00〜15：00

３月５日㈬
10：00〜15：00

２月18日㈫、３月４日㈫

　小豆島の自然の中で自然観察をしながら、親子
でふれ合うことはすばらしいものです。ぜひ、ご
参加ください。
▷と　　き／２月22日㈯　9：30～11：30
▷と こ ろ／伊喜末八幡神社とその周辺
　　　　　　※集合場所は伊喜末八幡神社馬場
▷内　　容／冬の野鳥・渡り鳥の観察
▷持 ち 物／筆記用具、防寒具、手袋、帽子、水
　　　　　　筒、鳥の図鑑、双眼鏡（お持ちの方）
▷定　　員／３０名程度
▷参 加 料／１人　１００円
　　　　　　（保険料として当日集金）
▷申込期日／２月14日㈮　12：00まで
▷申込・問い合わせ先／
　　　　　　町教育委員会事務局　生涯学習課
　　　　　　　☎62−7013

　誰でも気軽に参加できるフットサルを通じて、
仲間と楽しくコミュニケーションを図ろう！
▷と　　き／３月９日㈰　8：30～
▷と こ ろ／フレトピアホール
▷参加資格／選手の過半数が土庄町の出身者・在
　　　　　　住者・勤務者であること。
　　　　　　運営委員１人を選出し、かつ大会運営
　　　　　　全般に協力できるチームであること。
▷参 加 料／１チーム　２，０００円
▷チーム編成／プレミアブロック（一般）
　　　　　　　なでしこブロック（女性限定）
▷申込期限／２月25日㈫　17：00まで
▷抽 選 会／３月４日㈫　19：00～　中央公民館
▷申込・問い合わせ先／
　　　　　　町教育委員会事務局　生涯学習課
　　　　　　　☎62−7013

冬の親子自然観察会
「冬鳥をさがそう!!」

第10回土庄町フットサル大会
参加チーム募集!!

毎月19日は
「かがわ食育の日」

朝ごはんを
食べましょう！

２月15日・16日

◆　主な行事　◆
２月23日

　２日

７日
９日

◦土庄町子ども会研究大会
　　中央公民館	 9：00

◦近県中学校柔道錬成小豆島大会
　　フレトピアホール	 	 9：00
◦第31回土庄町芸能まつり
　　中央公民館	 13：00
◦3月土庄町議会定例会（招集予定）
◦土庄町フットサル大会
　　フレトピアホール	 	 8：30

３月１日・２日
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　小豆総合事務所から
相談のご案内

　相談は予約制となっていますので、
希望される方は事前にご予約くださ
い。
●家族相談
　こころの病気を支える方の家族同
士で話し合ってみませんか。
▷とき／２月21日㈮

　　　　　14時〜15時30分

▷広告サイズ／ 1枠　縦4．5㎝×横8．5㎝
　（隣り合う２枠を１広告とすることもできます）
▷掲 載 料／１枠分　10，000円／月
▷申込方法／希望掲載号（毎月５日発行）の40
　　　　　　日前までに町指定の申込書に広告
　　　　　　原稿を添えてお申し込みください。
▷申込・問い合わせ先／町役場企画課
　　　　　　　　　　　☎62−7014

▷ところ／小豆総合事務所
　　　　　　東館２階会議室

▷問い合わせ先／
　小豆総合事務所保健福祉課
　　☎62－1373

　平成26年度入学
　かがわ長寿大学高松校受講生募集
▷開講期間／
　平成26年４月〜平成28年３月

　　　　　　　　　　　（２年制）
▷開講場所／
　香川県社会福祉総合センター７階
　（高松市番町一丁目10番35号）
▷受講資格／
　①香川県在住で、平成26年４月１
　　日現在満60歳以上の方
　②過去にかがわ長寿大学を受講し
　　たことのない方
▷募集人員／１９２名
　※申込多数の場合は、第三者によ
　　る公開抽選により受講生を決定
▷受講料／１年間につき 25，000円

　　　（教材費などの一部として）
▷受付期間／２月１日㈯〜28日㈮
                  当日消印有効
▷申込方法／往復はがきに、住所、
　氏名(ふりがな)、生年月日、年齢、
　性別、電話番号および「かがわ長
　寿大学高松校受講希望」と記入し、
　お申し込みください。
　　（申し込みはお一人につき１枚）
▷申込・問い合わせ先／
　〒760－0017
　高松市番町一丁目10番35号　　
　かがわ健康福祉機構長寿社会部
　　☎087－863－0222
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　土庄町社会福祉大会
▷とき／２月20日㈭

　　　　　13時10分〜15時30分
▷ところ／中央公民館２階　中会議室
▷内容／大会式典および講演
　「土庄町で生きる…　10年後の地
　　域づくりをめざして今！できる
　　こと」
▷講師／土佐町社会福祉協議会
　　　　事務局長　山首　尚子先生

≪即売会のお知らせ≫
　大会当日の12時〜16時に即売会
を開催します。
◦みくに園：レモンケーキなど
◦ひまわりの家：オリーブオイルなど
◦土庄町婦人会：新品衣類（訳あり）
　のチャリティーバザー
　（収益金はフィリピン台風災害の
　　支援のために寄付します。）
▷問い合わせ先／
　土庄町社会福祉協議会
　　☎62－2700

　土地の筆界（境界）に
関する相談所

　高松法務局登記部門では、土地の
筆界（境界）に関する問題について
の相談を受けていますので、ご利用
ください。
▷相談時間／８時30分〜17時15分

          （土・日・祝日を除く）
▷相談場所／高松法務局２階
          不動産登記部門筆界特定室
          （高松市丸の内1－1）
▷問い合わせ先／
　高松法務局不動産登記部門筆界特定室
　　☎087－851－6384

　小豆島法人会から
講演会のお知らせ

　大阪のおばちゃんパワーで、みん
なが元気になる講演会!!
▷とき／２月19日㈬ 

       　　　15時〜16時30分
          （受付：14時30分〜）

▷ところ／ホテル　たるや（小豆島町）
　　　　※駐車場の都合で、ご出席
　　　　　の際は公共交通機関をご
　　　　　利用ください。
▷演題／「元気・景気の回復は、中
　　　　　高年のパワーで」
▷講師／辻　イト子さん

　（大阪府在住）
　　㈲みかん山プロダクション代表
　　取締役、タレント・漫才師
▷参加料／無料
▷主催／公益社団法人　小豆島法人会
▷共催／香川県法人会連合会
　　　　小豆島税務関係団体連絡協議会
　　　　土庄町商工会・小豆島町商工会
▷後援／土庄町・小豆島町
▷申込期限／２月12日㈬まで

　木造住宅耐震対策講座
　そのとき、あなたは家族を

守れますか?
～木造住宅の巨大地震対策～
▷とき／２月25日㈫

　　　　　13時30分〜16時
▷ところ／かがわ国際会議場
　　　　　（高松シンボルタワー内

タワー棟６階）
▷対象者／耐震対策に関心のある方
▷定員／１００人（申込先着順）
▷参加料／無料
▷申込方法／電話またはＦＡＸに住
　所・氏名・電話番号を記入し、お
　申し込みください。
▷申込・問い合わせ先／
　香川県土木部住宅課
　　☎　087－832－3584
   FAX　087－806－0239
   http://www.pref.kagawa.lg.jp/
　jutaku

▷申込・問い合わせ先／
　公益社団法人 小豆島法人会
　　☎62－4303

広報とのしょうに
広告を掲載しませんか？

　『広報とのしょう』に広告の掲載を希望す
る事業者の方を次のとおり募集します。
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区　分 12月 １月からの累計

発生件数
死亡者数
負傷者数

66件
　　0人
81人

14件
0人
17人

人　口
　男
　女
世帯数

14,295
6,626
7,669
6,141

△ 26
△ 15
△ 11
△ 24

△275
△116
△159
△ 48

区　分 前月比 前年比

出 生 5
死 亡 19
転 入 23
転 出 35

12月の動き１月１日

救　　急　
出動件数　62件
搬送人員　59人

町内の救急・火災概況（12月分）

火　　災　
出火件数　　 0件
焼損面積 0㎡

人　　口
　　男
　　女
世　帯　数

29,721
13,907
15,814
12,756

14,295
6,626
7,669
6,141

15,426
7,281
8,145
6,615

１月１日 土庄町 小豆島町小豆郡

案内板
Information

観測地 １月１日〜19日 前年比

殿川ダム
吉田ダム
豊　　島

△11ミリ
△12ミリ
△ 7ミリ

19ミリ
19ミリ
21ミリ

吉田ダム
殿川ダム
山田ダム

1,290,000㎥
580,000㎥
194,000㎥

1,192,500㎥
580,600㎥
194,000㎥

92．4％
100．1％
100．0％

１月20日 貯水量 貯水率利水容量

職　　　種

勤務先及び勤務内容

採 用 予 定 人 員

応　募　資　格
　（日本国籍を有し、地
　方公務員法第16条に
　該当しないこと。）

昭和43年４月２日から昭和59年４月１日ま
でに生まれた方で、民間企業等職務経験年
数が５年以上あって、その間培われた経験
と柔軟な発想が地域づくりなど事務職とし
て町行政に活かせる方

①申込書（所定のもの） 
②最終卒業学校の卒業証明書 
　（卒業証書写し可） 
③一級建築士免許証または登録証明書の写
　し

平成26年４月１日
町役場企画課　☎0879−62−7014

申 込 書 類

申 込 書 請 求 開 始 日

申 込 期 間

採 用 予 定 年 月 日
申込・問い合わせ先

一般行政（大学卒） 
【民間企業等職務経験者】

（正規職員）
一級建築士 

（正規職員）
介護支援専門員 
（正規職員）

土庄町に勤務し、一般行政の業務に従事し
ます。

１名程度

土庄町に勤務し、専門の業務に従事します。

１　　名

土庄町（やすらぎプラザ）に勤務し、専門
の業務に従事します。

１名程度
昭和43年４月２日以降に生まれた方で、一
級建築士の資格を有する方

①60歳未満の方（定年が60歳） 
②普通自動車運転免許を取得している方 
③介護支援専門員の資格を有する方（採用
　予定年月日までに資格取得見込みの方を
　含む。）

①申込書（所定のもの） 
②最終卒業学校の卒業証明書
　（卒業証書写し可）

２月５日㈬
２月５日㈬から２月21日㈮までの平日午前９時から午後５時まで 

（郵送の場合は、期間内必着）

①申込書（所定のもの） 
②最終卒業学校の卒業証明書（卒業証書写
　し可）または卒業見込証明書 
③資格証書または見込資格者証の写し

第１次試験日時・場所 ３月上旬頃（別途通知）

職　　　種

勤務先及び勤務内容

採 用 予 定 人 員

応　募　資　格
　（日本国籍を有し、地
　方公務員法第16条に
　該当しないこと。）

①60歳未満の方（定年が60歳） 
②普通自動車運転免許を取得している方 
③介護福祉士、看護師、准看護師またはホ
　ームヘルパー１級の資格を有する方（採
　用予定年月日までに資格取得見込みの方
　を含む。）

①申込書（所定のもの） 
②最終卒業学校の卒業証明書 
　（卒業証書写し可） 

平成26年４月１日 平成26年４月１日

町役場企画課　☎0879−62−7014 小豆地区広域行政事務組合事務局
☎62−6565

申 込 書 類

申 込 書 請 求 開 始 日

申 込 期 間

採 用 予 定 年 月 日

申込・問い合わせ先

ホームヘルパー 
（嘱託職員）

社会教育指導員（短大卒） 
（臨時的任用職員）

小豆地区広域行政事務組合職員 
小豆島老人ホーム介護員 

（臨時的任用職員）
土庄町（やすらぎプラザ）に勤務し、サー
ビス提供責任者の業務に従事します。

若　干　名

土庄町（富丘文化センター）に勤務し、専
門の業務に従事します。

１　　名

小豆地区広域行政事務組合（小豆島老人ホ
ーム）に勤務し、専門の業務に従事します。

１　名
①60歳未満の方（定年が60歳） 
②短大以上を卒業した方または平成26年３
　月31日までに卒業見込みの方
③普通自動車運転免許を取得している方

①60歳未満の方（定年が60歳） 
②高校を卒業した方または平成26年３月31
　日までに卒業見込みの方 
③普通自動車運転免許を有する方または採
　用予定日までに取得見込みの方

①申込書（所定のもの） 
②資格証書または見込資格者証の写し 

２月５日㈬ ２月５日㈬

２月５日㈬から２月21日㈮までの平日午前９時から午後５時まで 
（郵送の場合は、期間内必着）

２月10日㈪から２月25日㈫までの 
平日午前９時から午後５時まで 
（郵送の場合は期間内必着）

①申込書（指定のもの） 
②履歴書（指定のもの） 
③自動車運転免許証の写し 
④最終卒業学校の卒業証明書または卒業見
　込証明書（卒業証書の写し可）

第１次試験日時・場所 別　途　通　知 3月上旬頃（別途通知）

※広報１月号で掲載した町の人口で（男）6，639 （女）7，682と掲載しましたが、正しくは（男）6，641（女）7，680でした。お詫び申し上げます。

※町外の方につきましては、土庄町空き家バンク制度をご利用いただけます。
　詳しくは、http://www.town.tonosho.kagawa.jp/tns/info866.htmlをご覧いただくか、町役場企画課にお問い合わせください。
※土庄町職員募集における申込書は、申込書請求開始日からホームページでダウンロードできます。

職員を募集します
（土庄町役場および

小豆地区広域行政事務組合）

職員を募集します
（土庄町役場および

小豆地区広域行政事務組合）
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町
長
室
だ
よ
り

三
枝
邦
彦

16

豊 島 公 民 館
大 部 公 民 館
戸 形 公 民 館
渕 崎 公 民 館
土庄中央病院
中 央 図 書 館

子育て支援センター
総合福祉会館
フレトピアホール

168−2050
167−2050
162−0108
162−5990
162−1211
162−0273
162−5990
162−2700
162−7077

健 康 増 進 課
（やすらぎプラザ）
教育委員会事務局
　教育総務課
　生涯学習課
中 央 公 民 館
大 鐸 公 民 館
北 浦 公 民 館
四 海 公 民 館

162−1234

162−7012
162−7013
162−0238
162−0704
165−2050
164−5050

商 工 観 光 課

出　　納　　室

建　　設　　課

農 林 水 産 課

水　　道　　課

人 権 対 策 課

議 会 事 務 局

162−7004

162−7005

162−7006

162−7007

162−7009

162−7015

162−7011

総　　務　　課
企　　画　　課
　少子化対策室
税　　務　　課
債 権 管 理 室
福　　祉　　課
住 民 環 境 課
　戸籍・住民票
　衛　生・環　境

162−7000

162−7014　
162−7001
162−7016
162−7002
　
162−7003
162−7010

環境にやさしい路線バスを利用しましょう！

　

初
め
て
の
町
長
室
だ
よ
り
で

す
。
皆
様
に
い
ろ
い
ろ
情
報
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

就
任
の
あ
い
さ
つ
で
も
述
べ

ま
し
た
が
、
現
在
、
小
豆
島
へ

の
若
者
移
住
者
が
増
え
て
お
り

ま
す
。
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の

影
響
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、

大
都
会
で
も
な
い
田
舎
で
も
な

い
「
ほ
ど
ほ
ど
楽
し
い
地
方
」

に
加
え
、
島
に
あ
る
六
つ
の
港

か
ら
高
松
や
本
州
に
直
接
行
き

来
で
き
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

病
院
、
学
校
な
ど
生
活
に
必
要

な
も
の
が
十
分
に
揃
っ
て
い
る

便
利
さ
も
理
由
の
よ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
不
便
な
と
こ
ろ
も
あ

る
で
し
ょ
う
が
、
都
会
に
は
な

い
美
し
い
自
然
が
い
い
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
地

域
の
人
た
ち
と
の
繋
が
り
も
魅

力
だ
そ
う
で
す
。

　

確
か
に
、
土
庄
町
の
よ
う
に

小
さ
な
町
に
は
そ
れ
な
り
に
い

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
、
そ

の
一
つ
が
「
住
民
の
顔
が
よ
く

見
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

基
礎
自
治
体
は
そ
う
で
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
効
果

的
・
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
に
は
「
顔
の
見
え
る
」

行
政
が
大
切
で
し
ょ
う
し
、
こ

れ
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
顔
の
見
え

る
」
行
政
と
は
言
う
も
の
の
、

小
さ
な
町
と
は
言
え
限
界
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
活
躍
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
が
、
小
さ
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
「
自
治

会
」
で
す
。
自
治
会
は
、
全
国

的
に
見
る
と
、
近
年
組
織
率
が

落
ち
た
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、

今
な
お
地
域
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
担
う
団
体
で
あ
り
、
区

域
内
を
網
羅
し
た
活
動
を
安
定

し
て
担
い
、
行
政
と
の
関
係
も

密
接
で
あ
り
ま
す
。
土
庄
町
に

お
き
ま
し
て
も
町
民
の
生
活
を
、

多
く
の
側
面
で
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

皆
様
の
声
、
ま
た
、
移
住
者

の
方
々
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け
、

魅
力
あ
る
土
庄
町
づ
く
り
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
町
づ
く
り

12
月
21
日
〜
１
月
20
日
受
付（

敬
称
略
）

◎
掲
載
を
辞
退
さ
れ
る
方
は

　届
出
窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

人
の
動
き

★
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

出
生
児

届
出
人

地
区

お
め
で
と
うご

ざ
い
ま
す

龍　

二

泰　

典

哲　

雄

大
木
戸

淵
崎
西

赤
穂
屋

田　

村　

海か
い　

里り

川　

本　

真ま　

暉き

堀　

川　

聖ま
さ　

翔と

♥
ご
結
婚

　

氏　

名　
　

夫　
　
　
　

妻

地
区

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
し
あ
わ
せ
に

武　

田　

弘　

明
・
美　

穂

井　

口　

好　

幸
・
順　

子

森　

川　

祥　

充
・
志
緒
理

奥　
　
　
　
　

学
・　

愛

大　

谷

淵
崎
西

港
新
町

肥
土
山

　１月19日、小豆島町内海中学校でアメリカ大
リーグ、ブルージェイズ所属の川崎宗則選手を招
いた野球教室が開催され、参加した島内の小・
中学生約180人は憧れの選手から守備やバッティ
ングの基本のほか、野球の楽しさなどを学びま
した。
　プロ野球選手の中でも元気の良さと溌

はつらつ

剌とし
たプレーに定評のある川崎選手に負けじと、参
加した選手たちは大きな声を出し、少しでもプ
レーのコツを得ようと耳を傾けながら、大好き
な野球を楽しんでいました。

表紙の紹介

●
お
く
や
み

ご
め
い
ふ
く
をお祈

り
し
ま
す

氏　
　

名

年
齢

届
出
人

地
区

橋　
本　

正　
規

紙　
本　

久　
江

畝　
木　

昭　
和

兵　
野　

孝　
裕

池　
内　

菊　
江

塩　
本　
千
惠
子

西　
瀧　

文　
子

塩　
見　
サ
カ
ヱ

紙　
谷　

康　
英

田　
宮　

繁　
樹

洲　
﨑　
惠
美
子

青　

井　
　

貢

西　
中　

正　
光

砂　
場　

照　
二

湊　

ゆ　
き　
子

���������������

直　

紀

克　

典

勝　

宏

節　

子

茂　

男

雅　

人

友　

久

公　

男

一　

美

正　

博 

純　

一

鎌
田
和
子 

和　

俊

日
出
夫

友　

和
本
町
１
丁
目

本
町
１
丁
目

日　

進

天　

神

天　

神

吉
ケ
浦

千　

軒

小　

瀬

大
木
戸

大
木
戸

淵
崎
東

赤
穂
屋

黒　

岩

小　

江

小　

江




